
テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白，，文文字字数数，，行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと  

ここのの赤赤字字部部分分はは，，編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで，，そそののままままににすするるこことと  
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８８..  おおわわりりにに  
 本研究から示唆されたことを 3点述べる。 

1. 予想を仮説に高めることで主体的に学習に取り組む態度は育成される。 
2. それには，端末を効果的に使用して，既習事項や生活経験を想起させたり，友だちの意見を参

考にさせたりする必要がある。 
3. 仮説生成や仮説検証学習によって，学習内容に見通しや目的意識を持ったり，仮説と学習内容

を比較したりする児童の姿が見られた。 
 また，仮説生成時，主体的に学習に取り組む態度を育成するために有効な教師の働きかけとして以下

が挙げられる。  
1． 既習事項や生活経験を振り返る時間の確保。 
2． 端末を活用した即時的な意見交流や，それを自分の仮説に追記する時間の確保。 
3． ペアや学級全体での対話の時間の確保。 

 加えて，単元の学習中でも，上記２と３の働きかけが有効だと考えられる。 
 次に研究の課題を 3点挙げる。1点目は，予想を仮説に高められない児童へのフォローである。自分
の仮説が無ければ，仮説検証の単元学習を自分事として行うことが難しい。そのため，仮説が立てられ

るよう，友だちの仮説で共感するものを選ばせることや，文章化が難しければ教師と個別のやり取りで

聞き取ることもできたと感じた。 
2 点目は，仮説が個人個人で異なっていたため，自分の仮説にない学習内容を自分事にすることであ
る。これについては，授業の導入時に，学習内容に関係する仮説をいくつか提示し，自分の考えに近い

仮説に挙手させることで学習課題を自分事にできると考える。 
3 点目は，どのレベルの記述を仮説とするかの判断である。今回は，既習事項や生活経験，学級内で
の対話から，根拠を明確に示していれば仮説と判断した。前もって児童に仮説とは何か説明し，具体的

にどのような文章が仮説と言えるのか，確認しておく必要があるだろう。 
 最後に，本研究を現場で活用する際の留意点を述べる。まず，上述したように教師や児童が仮説とは

何か，どのような文章であれば仮説と言えるのかを共有することである。本研究では，仮説に慣れるた

め，授業研究の前の単元である水産業のさかんな地域の学習で，仮説とは何か説明し，実際に仮説を立

てることも行った。また，教師がどのような仮説を書かせたいかイメージすることが重要である。最終

的に単元で学ばせたい内容から逆算して，発問や資料を用意する必要がある。 
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テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

高校数学において現実事象を扱った授業実践 
－学ぶ意義を実感するために－ 

 
教育学研究科 教育実践創成専攻 教科領域実践開発コース 中等教科教育分野 ２年 相原良美 

 
1．． 研研究究のの動動機機・・目目的的 
昨年度の教職大学院での学びの中で，現実事

象を扱う授業実践例を目にする機会を多く得た。

その中で，これまで自分自身が実践してきた数

学の授業では，現実事象との関連について触れ

る機会が少なかったことから，高等学校の数学

科授業において，現実事象との関わりを持たせ

た授業実践に興味をもった。小学校段階での学

習では，生活の中の算数を扱う場面に注目して

知識や技能を習得していくという流れが多いが，

中学校や高等学校での数学の学習では，分野ご

とに新しい定理や公式を確認し，その扱いに慣

れていくというような流れが多い印象である。

その結果，生活に直結しないように感じる数学

の学習は難しく感じられ，次第に数学を学ぶ意

義を感じられなくなってしまう生徒も少なくな

い。高等学校の数学科の内容には，工業や経済な

ど，現実世界との関わりが密接な分野が多いが，

知識や技能の習得を中心に行われる授業では，

本来の数学学習の意義を感じにくくさせてしま

う。数学を学習する場面で，少しでも現実世界と

数学の世界との関連を感じられるような授業実

践を行えば，単なる知識の習得にとどまらず，そ

の知識を活用したいと思えるようになるのでは

ないか，と考えたことが本研究の動機である。 

2．． 現現実実事事象象のの役役割割ににつついいてて 
2-1．．高高等等学学校校学学習習指指導導要要領領解解説説（（数数学学編編））よよりり 
平成 30 年告示の高等学校学習指導要領解説

（数学編）において示されている高等学校数学

科を学ぶ意義は 3 つある。社会をよりよく生き

る知恵を得るために学ぶ「実用的な意義」，根拠

を示しながら考えや判断について的確な説明が

できるようにするための力や，将来の生活や学

習に数学を活用できるようにするための力など

を育成するための「陶冶的な意義」，数学的な思

考を楽しみ，知的な喜びを得る素養を身に付け

るための「文化的な意義」である。どれも，数学

での学びと，社会生活や日常生活との関わりが

深いことを示している。また，単に知識や技能の

「量」を増やすだけでなく，どのようにして身に

付けたかの「質」を高める必要性も述べている。

知識や技能の「質」とは，「数学的活動を通して

創造性の基礎を養う」経験を積み，学びに深みを

持たせることである。そのための方法として，学

習の過程で数学的活動を重視し，現実と関連さ

せて数学を活用する場面を経験することが，知

的好奇心や豊かな感性，論理的な思考力などを

養うことに繋がり，数学を活用できる程度まで

理解を深められる。さらに，第 3 節の「数学科の

目標」においても，数学的活動を通して，数学的

に考える資質・能力を育成することを目指して

いる。「数学的活動」とは，「事象を数理的に捉え，

数学の問題を見いだし，問題を自立的，協同的に

解決する過程を遂行すること」であり，その育成

のためには，数学的活動の一層の充実を図るこ

と，とされている。 
数学的活動として捉える問題発見・解決の過程

には，「現実世界の過程」と「数学の世界の過程」

の二つがある。「現実世界の過程」は，日常や社

会の事象などを数理的に捉え，数学的に表現・処

理し，問題を解決し，その過程を振り返って得ら

れた結果の意味を考察する過程であり，「数学の

世界の過程」は，数学の事象から問題を見いだし，

数学的な推論などによって問題を解決し，解決

の過程や結果を振り返って統合的・発展的，体系

的に考察する過程である。これらの過程をそれ

ぞれ意識しながら，生徒が目的意識をもって主

体的に遂行できるようにすること，各場面にお

いて言語活動を充実させ，それぞれの価値を振

り返り，評価・改善していけるようにすることが

大事である。このことについては，イメージ図１
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